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概　　　要

　本研究では，川崎医療短期大学臨床検査科の学生を対象に，入学一年後の情報活用力を評価し，情報活用力の実態と問
題点について明らかにすることを目的とし，市販の情報活用力診断テストを実施した．その結果，本学科学生の情報活用
力の平均スコアは508.7点と一般学生（４年制大学１年から４年まで）の456.9点よりも高得点を示し，また，インターネ
ットを通じてさまざまな情報を収集する力や Web やメールなどのメディアの特性を理解して効果的なコミュニケーショ
ンを図る力は社会人よりも高い水準を示していた．しかし，情報モラルや情報セキュリティの知識レベルは不十分であ
り，今後は情報セキュリティや情報モラルを含めた情報倫理教育を強化し，情報活用力の質の向上を目指すべく情報教育
におけるカリキュラムの見直しを図る必要が示唆された．

１. は じ め に

　社会の急速な IT 化により，医療分野においても電
子カルテの導入や医用画像のフィルムレス化などの 
ICT（Information and Communication Technology）
活用が推進されている．また，平成21年度から医療の
安全性向上や業務の効率化等に向けた電子タグやセン
サネット等のユビキタスネット技術の高度利用による
活用方策についての技術的実証も行われており1)，医
療従事者は日々業務の中で ICT を活用する能力も求
められている2ﾝ4)．また，検査業務を専門とする臨床検
査技師は蓄積された診療データベースの中から検査デ
ータを解析するなどの高度な情報活用力が求められて
いる．
　高等学校教育課程においては平成15年度から情報科
目の必履修化がおこなわれ，情報教育の充実が図られ

てきた．しかしながら，大学入学生の情報活用力のス
キルは，基礎的な知識や能力は修得しているものの活
用能力が未熟であり，特に情報セキュリティや情報倫
理に対する知識が低いこと5)や高等学校で学んだ学習
内容や程度により個人ごとのばらつきが大きく，大学
在学中，あるいは大学卒業後に必須となるコンピュー
タをはじめとする情報機器を使いこなす能力までは及
んでいないことが指摘されている6)．
　経済産業省は社会人基礎力（企業や組織の中で，多
様な人々とともに仕事を行っていくうえで必要となる
基礎的な能力）として，３つの力「前に踏み出す力（ア
クション）」「考え抜く力（シンキング）」「チームで働
く力（チームワーク）」を求めており，その根底には情
報を収集し，分析，整理，加工，表現までの一連の情
報活用力が身についていることが重要だと指摘してい
る7)．また，諸外国においても情報リテラシーについ
ては，全ての学生が学士課程段階において身に付ける
べき学習成果として提示している8)．
　情報活用力を身につけさせるためには，授業を受動
的に受けるだけではなく，能動的に活用することが望
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ましいとされており，そのため，学生が積極的に活用
できるような環境を構築することも重要である．川崎
医療短期大学臨床検査科（以下，本学科）では，早く
から初年次教育に力を入れ，情報教育関係科目を開講
し，パーソナルコンピュータ（以下，PC）を用いた文
書作成をはじめ，表計算，ビジュアル表現，文献検索
を中心とした授業を実施してきた．また，平成18年度
から入学と同時に本学科学生全員にセキュリティ対策
を講じたノート型パソコン（以下，ノート PC）を所
有してもらい，学内無線 LAN に接続して，授業時の
課題レポート作成をはじめ，ｅラーニングを用いた国
家試験対策等で幅広く活用してきた．
　入学時の情報活用力にばらつきが見られるため，本
研究では初年次教育で情報教育を受講した本学科２年
生の学生に対して，市販の情報活用力診断テスト（以
下，Rasti）を用いて入学一年後の情報活用力を評価
し，情報活用力の実態と今後の課題について考察する．

２. 情報活用力を評価する Rasti

　Rasti9)は，産官学連携により開発された情報活用力
診断テストであり，知識を問う問題だけでなく，実際
の場面を想定し，情報活用力を診断することができ，
課題や問題点を発見することができる．そのため，核
となる３つの基盤力（＝ICT 基礎知識，論理力，数理
力）をベースとして開発・設計され，これに９項目（情
報検索，インターネット・コミュニケーション，ファ
イル・データ管理，法律・モラル，セキュリティ，数
値分析，データベース，文書表現，ビジュアル表現）
に分けて総合的な情報活用力を診断することができる
（表１）．また，Rasti の評価については，合否で判定

されることはなく1,000点満点のスコアで示され，スコ
ア別に到達レベルが定義されている（表２）．

３. 研 究 方 法

⑴　対　　　象
　入学から一年後の ICT 活用力を評価するため，同一
環境，同カリキュラムを受講した本学科学生66名（男
性；４名，女性；62名）（平成21年度入学生）を調査対
象とした．
⑵　Rasti 実施時期
　平成22年４月初旬に本試験を実施した．
⑶　Rasti 実施環境と試験内容
　試験は本学情報教育室の80台の PCを用いてWeb
上で行った．試験時間は50分間であり， ４択形式の問
題が55題出題され，最終問題については，ファイルの
ダウンロードやエクセルなどのアプリケーションが必
要な実技問題の形式で出題される．内容は知識を問う
問題のみならず，幅広い分野からビジネスシーンで実
際に起こりうるような実践的な問題等も出題される．
例えば，図１に示すようなメール操作時の対処法を問
う問題やアンケート集計結果が提示され，グラフ化す
る場合に最も適切なグラフは何かといったデータ分析
後のビジュアル表現方法を問う問題も出題される．し
たがって，エクセルやワード等の基本的な編集機能に
加えて，幅広い知識や実践的な問題も提示されるため，
ICT 活用能力を総合的に評価できるテストとして採
用した．
　試験終了後には学生の自己評価を行うため，受験の
難易度，問題量，時間配分について回答してもらった．
なお，本検討は本学倫理委員会にて承認された研究テ

表１　Rasti ９項目の能力内容

名　　　称 説　　　明

情報検索 インターネットを通じてさまざまな情報を収集する力

インターネット・コミュニケーション Web やメールなどのメディアの特性を理解して，効果的なコミュニケーション
を図る力

ファイル・データ管理 情報を効率的に共有するためにファイルやデータを整理する力

法律・モラル 法規・社会通念を理解して情報を正しく扱う力

セキュリティ 機密性・完全性・可用性を踏まえて情報を安全に扱う力

数値分析 数値データを加工・分析し，新たな知見を見いだす力

データベース データベースを活用して，効率的に情報を蓄積・利用する力

文書表現 相手に理解しやすい文書を作成する力

ビジュアル表現 視覚効果を活用して，情報を簡潔かつ分かりやすく表現する力

※　Rasti 診断シートより一部改編し，引用
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ーマ「学習者の意識改革を目指すｅラーニング活用教
育及び学習効果検証システムの構築」に包含されてい
る．

４. 結果および考察

⑴　情報活用力について
　まず，本学科学生の Rasti の平均得点と2008年度に 
Rasti より調査された一般学生（４年制大学に在籍す
る学生で，過去約４万人の受験者（１・２年生が大半）

のデータを基に解析）および社会人の平均得点を示す
（図２）．この結果，本学科学生の情報活用力は508.7
点で，社会人には及ばないものの一般学生の456.9点よ
りも上回っていた．また，平均得点の分布状況を図３
に示すが，情報活用力の学生目標値とされている550点
以上の学生は21名（31.8ｵ）であった（図３）．次に，
Rasti９項目の詳細能力に対する平均得点について，一
般学生および社会人の平均得点も加えた結果を図４に
示す．本学科学生は一般学生と比較して，全ての項目

※　Rasti　HP より引用

図１　Rasti 試験問題（デモ用サンプル問題）

表２　レベル別にみた目標値とレベル定義

レベル 目標値 レベル定義

社会人プロフェッショナルレベル 750
情報活用に関する日常的な業務改善策を提案したり，周囲の人たち
をサポートするなど，情報活用のリーダー的役割を担っていくこと
ができる人材レベル

社会人アドバンスレベル 650
情報活用に関わる各分野について知識・経験を十分持っており，さ
まざまな課題に対して情報を活用して成果を出すことができる人 
材レベル

社会人ベーシックレベル 550
情報活用に関わる各分野について一定の知識・経験を持っており，
さまざまな課題に対して情報を用いて必要な対処ができる人材レ 
ベル

学生レベル 550 情報活用に関わる知識は，ある程度取得しているが，さまざまな業
務課題に対処するには知識・経験に不足が見られる人材レベル

高校生レベル 450 情報活用に関わる知識・経験に不足が見られ，今後情報活用全般に
わたって基礎力の充実が望まれる人材レベル

※　Rasti 診断シートより一部改編し，引用
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において平均得点が高かった．特に電子メールや Web 
作成などの情報を発信する上で必要な知識を問う「イ
ンターネット・コミュニケーション」と様々な情報通
信機器を活用して効率よく情報を収集する知識を問う
「情報検索」，さらに数値データを視覚的にわかりやす
く表現する能力が問われる「ビジュアル表現」につい
ては，社会人を上回る結果であった．
　本学科学生の情報活用力は，非情報系でありながら
も一般学生の平均スコアより高得点を示しており，ま
た３割の学生が学生レベルとして求められる情報活用
力の到達レベルに達していることが明らかになった．
その理由として，本学科学生は全員ノート PC を入学
時に購入・保有していること，１年後期から始まる専
門科目において PC を活用したデータ整理やプレゼン
テーションを実施するなど，ICT を活用する機会が多
いため，実践的な学習の機会に恵まれていることも要

因として考えられる．したがって，単なる趣味として
の利用に加えて，授業以外の時間を利用して課題レポ
ート作成や Web 閲覧，データ解析，ｅラーニング等
で情報活用力向上につながっていると思われる．都
留5)は，自分専用の PC を所有している者と家族共有
の PC がある者とのリテラシー能力を比較したとこ
ろ，自分専用 PC をもつ者の方が情報関連講義に対す
る意識や知識レベルが有意に高く，また，情報リテラ
シー能力が向上しており，その要因として専用の PC 
所有者は自分自身で自由に試してみることができ，仮
に誤った操作をしても自分の責任範囲内で処理するこ
とができる安心感があるのではないかと述べている．
自分専用の PC を積極的に活用しようとしている学生
は，情報リテラシー能力を高める要因につながってい
ることが考えられ，個人 PC の保有率を高めることに
より，情報リテラシー向上につながることが示唆された．
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　しかし，情報を取り扱う上で必要な法律（著作権や
個人情報保護法等）についての理解が求められる「法
律・モラル」やネットワークの仕組みやセキュリティ
に関する知識がベースにあり，情報を取り扱う際に生
じるリスクについての回避と安全運用について理解が
問われる「セキュリティ」，ファイルの管理能力（デー
タ形式も含む）が問われる「ファイル・データ管理」，
データベースソフトの操作やデータベースの基本的概
念の知識が問われるデータベースの平均得点について
は本学科学生では全般的に低い傾向がみられた．デー
タベースについては，十分な実習を行っていないため，
データベースそのものの概念が身についていないもの
と思われる．臨床現場では，取り扱うデータをデータ
ベース化して処理されていることが多いため，今後は
データベースに関する知識・技術の指導方法を見直す
必要があると思われる．また，取り扱うデータの保存
やファイルサーバについての理解ができていないな
ど，基本的な知識の理解不足も明らかになった．ファ
イルの取り扱いについては，情報活用能力の中でも基
本的な内容であり，１年次の情報教育関連の実習にお
いて，重点項目と位置付けて指導していく必要がある
と考える．最後にセキュリティについては，他大学で
指摘5)されているのと同様，本学科においても学生の
苦手意識が強く，インターネットで取り扱う情報につ
いての正しい理解やセキュリティ対策についての理解
が乏しいことが明らかになった．本学科学生に対して
は，情報教育の中でネットワークやセキュリティの講
義を行っており，また，入学時の PC 購入時にインタ
ーネット上での様々な脅威に触れ，コンピュータのメ
ンテナンス方法についても指導を行っているが，十分
な効果があがっていないものと思われる． 
　都留5)の調査報告によれば，PC 活用状況について多
くの学生は趣味の Web 閲覧にとどまっている一方
で，インターネットの設定やセキュリティ対策などの
能力は低く，アンバランスが生じていることを指摘し
ている．今後ますます医療分野において IT 化が進む
中，医療現場では情報化された患者データを取り扱う
場面が非常に多くなる．また，日常生活においても機
密情報の漏洩（盗難被害や紛失，置き忘れ等）をはじ
め，患者個人情報の流出，コンピュータウィルスの感
染等，様々な危険性に曝されているため，情報セキュ
リティに対する知識を強化することは必要である．し
たがって，初年次教育などの早期段階で情報セキュリ
ティや情報モラルについて指導するだけでなく，臨床

現場の実習と連携を図り，情報を取り扱う上での必要な
知識・技術をより一層高めていく必要性が示唆された．
⑵　試験後の Rasti に関するアンケート評価について
　今回受験した Rasti について，本学科学生のうち33
ｵが「非常に難しい」，59ｵが「難しい」と回答してお
り，全体の92ｵが難しいと感じていた．この理由とし
て，１年次に情報教育関連の講義，実習を全員受講し
ているが，実際に出題された内容は，様々な実践的な
問題が多いため，自信を持って解答できるレベルには
ないと感じている学生が多いのではないかと思われ
る．また，Rasti の問題量については，15ｵが「非常
に多い」，53ｵが「多い」と回答しており，全体の68ｵ
が問題量の多さを感じていることがわかった．試験時
間については，50分間では足りないと答えた学生は24
ｵにとどまり，８割近くの学生が適切もしくは余裕が
あったと回答していた（図５）．しかし，試験内容につ
いては，50ｵの学生が分かりにくいと評価しており，
実践を伴う情報処理関連の設問や Web 上での受験に
不慣れな学生が多いことが明らかになった（図６）．
Rasti 導入事例として，大手前大学では１年次に開講
している共通情報教育の授業（860名が受講）を全学統
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図５　Rasti の試験時間
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一した内容で展開しており，この授業の初回と終了時
の２回，情報活用力診断テスト Rasti を実施し，授業
終了時の学生一人ひとりの成績の伸び率から学生の習
得度状況を把握している．さらに，16クラスの伸びを
算出することで，教員間の教授法の比較が可能となる
ことから，FD（Faculty Development）の一環として
も活用している10）．本研究では，高校までの情報教育
の知識レベルは個人差が大きいため，１年次の前期に
同一環境で情報教育科目を受講した本学科学生を対象
に，入学して一年後の情報活用力を調査し，学生の情
報活用力の実態と問題点を明らかにすることを目的に
実施した．本テストを実施したことにより，学生一人
ひとりの情報活用力を客観的に評価することができる
だけでなく，教員側も学生の弱点を多角的に把握する
ことができるため，二次資料として有用と思われる．
　医療社会において，今後ますます情報を活用する能
力が求められると思われる．奥村11)は臨床検査技師に
求められている能力として，「①患者に臨床検査の意義
が説明できるとともに，検査結果を説明できる能力，
②診断効率・経済効率・教育効果を総合的に判断し，
検査依頼の妥当性を評価できるとともに，分析学に基
づき検査結果の適切な評価を行い，医師に臨床検査に
関する説明ができる能力，③検査診断において医師の
診療補助ができる能力，④異常な検査データが得られ
たときに病態分析・解析ができる能力，⑤新しい検
査・技術・装置を使いこなす能力，⑥評価する能力，
研究・開発できる能力，⑦後進や他の医療従事者を科
学的・系統的に指導・教育できる能力，⑧高度な専門
性を持った上で，チーム医療に貢献できる能力，⑨臨
床検査室をはじめ所属する診療・治療関連部門などを
管理・運営できる能力」の９つの能力を挙げている．
これらの能力のうち，ICT に関係する能力に焦点を絞
ると，臨床検査技師は文書を作成する能力や文献を収
集する能力などの日常的な情報処理能力に加えて，ネ
ット環境を利用してメールや Web ページを作成し情
報を発信する能力，さらに検査データを元にエクセル
や統計解析ソフトを利用して解析する能力やプレゼン

テーションの能力（見せるスライド作成技術の習得，
説明能力）が挙げられる．これらの能力に加えて，患
者情報を多く取り扱う臨床検査技師は，情報セキュリ
ティに対する知識・理解を深めることも重要と思われ
る．３年間という限られた時間の中で情報活用力を身
につけることには限界もあるが，本学科では学生一人
ひとりが専用 PC を所有し，積極的に利用することで
情報活用力の向上が期待される．したがって，学生が
授業以外においても活用できる環境を整備していくこ
とは重要であり，また，学生の知識力が乏しい情報セ
キュリティや情報モラルを含めた情報倫理教育を強化
し，情報活用力の質の向上を目指すべく情報教育にお
けるカリキュラムの見直しを図る必要があろう．
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